
キーボードでの学習（4）

　◆ＭＩＥはＣＭＩ
　ＭＩＥはＭＬのような使い方もできますが、それが目
的ではありません。そのボイスメッセージの機能をみる
とＣＡＩのようでもありますが、それをも目的としてい
ません。
　敢えて定義するなら、ＭＩＥはＣＭＩ（C o m p u t e r
Managed Instruction）です。教師の耳の数は２つでこれは
未来永劫変わりませんが、子どもの数だけの音を聴かな
ければなりません。ＭＩＥではどの子どもがどの音を
（キーを）押しているかをＭａｃの画面上で同時に３０人
分モニターできるのです。しかも、それを記録することも
できます。勿論前にも述べたように演奏データではなく、
どの音を弾いたかと言う記録ではありますが、従来のＭ
Ｌではタイムシェアリングでしかできなかったことが、
コンピュータのおかげで同時にチェックできるように
なったのです。このコンピュータによる指導の管理はＣ
ＭＩの特徴です。
　ＣＭＩはコンピュータによる教育（指導）管理のシステ
ムですが、個々の生徒の管理を主たる目的としています。
その意味でＭＩＤＩチャンネルやオーディオチャンネル
による個々の生徒とのコミュニケーション（ＭＬのよう
なマン・ツー・マンの会話は想定していない）を、一斉授
業の中で個別的に管理ができるという特徴は大変優れた
思想であると言えます。
　ＭＩＥのソフトウェアはＭａｃのハイパーカードに
よって構成されています（Windows版では画面は似てい
ますがシステムが違います）。ホームカードには、これか
らしようとする作業のメニューが示され、画面上のアイ
コンで選択されたカードへ進みます。文字ではなくグラ
フィックスで示される画面は、すべてアイコンによって
操作するので教師のコンピュータ操作の技術は殆ど説明
も練習も不要です。このことも大変重要な要素で、コン
ピュータに対する専門的知識は限りなく深く、それをマ
スターしない限りコンピュータが使えないなら、道具と
してのコンピュータは大変不便なものと言えます。その
意味で、ハイパーカードの採用は大正解です。　また、ハ
イパーカードは少し馴れてくると自分でカードを追加し
たり拡張したりできるので、パッケージ・ソフトに有りが
ちな閉鎖性はありません。そのため、優秀な教師は自作の
教材を組み込むことも可能です。また、ハイパーカードに
よるソフトはバージョン・アップが簡単なためシステム・
アップが随時行えるという機動性があります。
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　従って、ＭＩＥは教師のためのソフトであると言って
も過言ではありません。演奏能力の乏しい教師には、モデ
ル演奏がＭＩＤＩソースが支援し、閻魔帳とよばれる指
導手帳に代わって授業を中断することなく記録をコン
ピュータがやってくれます。あれこれと選曲をしなくて
もコンピュータでそれができ、しかも、どのクラスでどの
教材をどう使ったかはドキュメントとして記録され、授
業記録や分析の役に立ちます。
　生徒の記録をスタック化すれば、プリントアウトする
ことも可能になります。ハイパーカードには、それを扱う
人のコンピュータに対する知識技術のレベルに応じて５
段階のモードを設定することができ、未熟な操作や誤操
作によるソフトの破壊を防ぐためレベルを３に設定して
あるのも便利です。

　上の画面が最初の画面で、左上から「レッスン・カード」
「オクターブ・フィードバック」「ノート・フィードバック」
「ホーム・カード」下段左から「レコード・ブック」「カリ
キュラム」「デモ」と並んでいます。
　授業のメイン画面は「レッスン・カード」から開始しま
す。このカードには授業者の名前が付けられており、さら
にどのクラスを教えるのかによってスタックと呼ばれる
カード・グループが選択されます。
　画面の上には今日の日付と時間、左には棒グラフで示
される時間４０分計。その横には現在までの授業の進行
状況。他のカードを呼び出すアイコンなどが表示されて
います。MIEは教師が教室の中をグルグルと歩き回る設計
になっていますのでこれらの操作をリモコンでできるよ
うになっています。



　この画面ではウイルソン先生の13回目の授業です。

　１３回目の本時の所をクリックするとさらに細かく表
示されその中のソングをクリックすると次の曲が表示さ
れます。

 　さらにそのソングを中心とするＣＤやOHP シートを
用意するよう指示が出ます。

　指導案にあたるものが上のように示されます。後はこ
れの通り授業を進めても良いのですが、教師の独自のプ
ランを挿入したり、ソングを組み替えたりする事も可能
です。
　次の画面は子どもの座席表ですが、レスポンスアナラ
イザーのようにも使えます。

　誰がどこに座っているかとか誰が欠席かだけではなく
誰が今どう弾いたかを鍵盤図の上に棒グラフで示すオク
ターブ・フィードバックや個々の生徒の固有名詞の横に

弾いた音が表示されるノート・フィードバックなどの画
面はレッスンカード（メイン画面）から随時呼び出すこと
ができます。

　紙面の関係でこれ以上紹介できませんが授業の記録は
プログレスカードにモジュールごとに記録されます。サ
ンディエゴ州立大学のJ.Mitzi Kolar 博士の考案によるカ
リキュラムはさらに改良されているようです。Windows
版も11,500ドル（Mac版は9,995ドル）で既に販売されて
います。（Yamaha Corporation of America)


